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平成１４年より、地域のえごま生産者より買い上げたえごまを使

用し『えごまクッキー』を開発して、製造、販売、卸と始めまし

た。平成１７年長野市と鬼無里村が合併しえごまクッキーが長野

推奨土産品選定事

業にて最優秀グラ

ンプリを受賞。 

これを機会に、えご

まの品質、生産収量を上げるための栽培方法な

ど生産者とともに研究し、生産量毎年１トン近くを集めており、さらなる改良を目指し品質

改善を行っております。 

 

卸販売を始めた平成１７年当初は農家数４０軒、収量

３５０ｋｇから始め、生産者募集、栽培方法講習など

進め、平成２０年には５０軒、収量４５０ｋｇと増加

しましたが、生産者の高齢化もあり、栽培は軽作業で

良いが選別は細かい作業で目が痛い、肩こりがひどい

と、生産者数が頭打ちとなり、平成２１年えごま選別

機導入し、農家の皆さんが一番大変な作業えごま選別の負担を軽減することによ

り、生産農家数も７０軒と増え、収量も１トンを超えるようになりました。 

より収量を上げるための栽培方法など研究し、パンフレットを作成し、各農家に

配布したところ、同じ面積でも昨年より１.５倍も収量を上げる農家も出てきま

した。 

 

平成２８年５月よりえごま油を搾油する準備始め、施設

整備、低温圧搾搾油機導入と行い、６月に試作し化学検

査、細菌検査、成分検査と規格に合格する製品を完成さ

せました。えごまは健康に良い物だと認識され、購入者

が増えて来ましたが、国産の物をというニーズにこたえ

ると、数が少なく手に入りにくいもの

となっています。 

あえて鬼無里産にこだわり、えごま栽

培は軽作業で行えるので、地域の年配者が中心となり現在行われているも

のを、年齢４０代、５０代の兼業農家にも呼びかけ作業の簡素化、農閑期

の集中作業など工夫し、収益を上げる事で栽培者も増えてきて、注文に応

じられなかった、商品数、生産数も増す事が出来るようになってきました。 

 


